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論文の内容の要旨
製紙用パルプは大別して製造法によって化学パルプ (CP) と機械パルプ (MP)に分類される。日本では






ない。さらに、未漂白の KPを二酸化塩素漂白 (ECF漂白)あるいは完全無塩素漂白 (TCF漂白)によって
多段漂白する場合に、漂白パルプの製紙(抄紙)条件、あるいは紙の加速劣化試験条件によって黄変の大き
さが異なると考えられる。しかし、これらの挙動に関しでも明らかにされていない。























ECF 漂白パルプの酸性手抄き紙、 TCF漂自パルプの酸性手抄き紙、 ECF漂白パルプの中性手抄き紙、 TCF












第五に、 A*処理、 D処理あるいはl¥1PS処理を行い、漂白排水中の全有機炭素 (TOC)量を比較した。







量は、初段に A処理あるいは A*処理を行った ECF多段漂白のTOC量よりも小さいことを克出した。
本論文では、l¥1PS処理を導入した ECF多段漂白が、 KP黄変の原因となる紅白Aを効率的に除去できる方
法であり、また廃水処理負荷を小さくできる方法であることを明らかにした。
審査の結果の要旨
本論文では第一章で、紙の黄変の問題とl¥1PSの製造方法について概説した。第二章では、広葉樹材酸素
漂白クラフトパルプ (LOKP)、l¥1Pまたは古紙パルプを用いて調製した手抄き紙について、抄紙時のpHと
加速劣化試験条件が紙の黄変に及ぼす影響を明らかにした。また、 KPの漂白法と抄紙時のpHの影響を明
らかにした。第三章では、l¥1PSのHexA徐去能力とl¥1PS漂白の漂白排水への影響を明らかにした。
本論文は、著者が参加した開発研究における成果を概説し、著者が見出した新規で有用な信頼性の高い知
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見で構成されている。研究の成果に基づく実用化が開始されており、さらに社会的貢献が期待できる。
平成 25年1月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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